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⽣活訓練の実際

演習
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l 障害原因︓くも膜下出⾎
l 障害名︓社会的⾏動障害（意欲・発動性の低下）、注意障害、遂⾏機能障害、記憶障害
l ⼿ 帳︓精神障害者⼿帳２級
l 職 歴︓システムエンジニア ※⽣活訓練利⽤開始後に退職
l 経済⾯︓傷病⼿当⾦
l 家族構成︓⽗（同居）、妹（別居）
l ⽣活訓練利⽤までの経緯︓
Ｘ年Ｙ⽉発症。Ａ病院１か⽉・Ｂ病院６か⽉⼊院。退院後、訪問リハ（週３）６か⽉
・通院リハ（週１）２か⽉。⽇常⽣活のほぼ全ての⾏動に⽗親の指⽰を要し、会話は
なく不仲であった。⽇常⽣活の⾃⽴と就労に向けた⽀援のため、役所の福祉担当者か
ら⽣活訓練を紹介され、⼊所で利⽤開始（Ｙ⽉＋16か⽉）。

l ニーズ︓システムエンジニアとして再就職したい。⼀⼈暮らしがしたい。

Ａさん（50歳代・男性）
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課題・苦手になっていること 強み・得意なこと

【検査結果】WAIS-IV: 全検査IQ67(⾔語理解96 知覚推理69 ワーキングメモリ71 処理速度54), 
MMSE: 28/30, FAB: 11/18, TMT-J: A91秒 B120秒, RBMT: 12/24, 
コースIQ: 91, BADS: 16/24, STEF: R76 L81

アセスメント

■⾃発的な発⾔や⾏動がほとんどみられない
■単独での服薬や⾦銭管理、家事が困難
■単独での移動や買い物の経験がない
■予定管理が不⼗分で遅刻が多い
■疲労しやすく訓練中に居眠りしやすい

■「今すぐ復職も⼀⼈暮らしもできる」など、苦⼿
なことの理解が不⼗分

■作業の集中⼒や正確性が低い
■新しい情報や⾏動の学習に時間を要し、必要なタ
イミングでの想起が困難

□感情の波が少なく穏やか
□ライブに⾏くこと、写真を撮ること、美味しい
ものを⾷べることが好き

□「忘れっぽくなった」など、部分的な体験的気づ
きがある

□単純課題は20〜30分取り組める
□⼀つ⼀つの作業が丁寧にできる
□枠組みのある視覚性の情報の記銘・保持が⽐較的
良好

□視覚的に判断できる作業では試⾏錯誤しながら
遂⾏できることがある
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１．支援目標

  ・長期目標（生活訓練終了まで）
  ・短期目標（３か月程度）

グループ検討課題

２．支援計画

  ・実施する訓練項目、支援内容や方法
  ・活用する社会資源やサービス 等
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時 期 ① 初 期 ② 中 期 ③ 終 期

目 標
復職可能性の検討

単身生活への移行

主な

調整

l 職場面談、試し出勤
→退職

主
な
訓
練

予定

管理

健康

管理

金銭
管理

家事

管理

移動

作業
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時 期 ① １〜４か月 ② ５〜８か月 ③ ９〜12か月

目 標
復職可能性の検討

単身生活への移行

グループホームの利用

就労移行支援への移行

就労移行支援の利用

生活の安定

主な

調整

l 職場面談、試し出勤

→退職
l 障害年金・失業保険の申請・受給
l グループホーム見学・体験・利用
開始

l 就労移行支援見学・体験
l 担当者会議

主
な
訓
練

予定

管理
l 日課表・メモリーノート
の活用（１日）

l 市販の手帳の活用
（１週間）

l 日課表・外出予定表・市販
の手帳の活用

健康

管理
l 薬ポケット（１週間）と
アラームの活用

l 薬の飲み忘れを減らす
l 自分で薬をセットする

l 薬の飲み忘れを減らす
l 間食を減らす

金銭

管理

l 支出の把握
l ATMの使用

l レシート保管
l 金銭管理表の活用

l 簡単な手順書の活用
l 不明金を減らす

家事

管理
l 掃除・洗濯の方法の習得 l 定期的な掃除・洗濯

l チェックリストの活用
l チェックリストの活用
l タイマーの活用

移動 l 徒歩移動・電車の利用に
慣れる

l 乗換アプリの活用
l 通所練習（生活訓練）

l 通所練習（就労移行支援）
l 余暇活動における移動

作業
l 作業耐性の向上
l 苦手なことに気づく

l できる作業の拡大
l 報告や質問ができる

l 簡単な手順書の活用
l 苦手なことへの対処

⽀援の実際 １
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予定管理

健康管理

⾦銭管理

①宿舎の居室の時計横に⽇課表を貼付。１⽇の予定管理ができるよう訓練⽤のメモ
リーノート使⽤。

②市販の⼿帳を購⼊し１週間の予定管理。
③グループホームの⽣活に合わせ修正した⽇課表を活⽤（通所時間・準備するもの
等）。外出頻度の増加に伴う⽣活⾯への影響に対し、休⽇の外出予定表作成・外出
ルールの相談。

①週１回、職員と⼀緒に薬ポケットに薬をセット。飲み間違いを減らすため、飲み始
めのポケットに印をつける・飲みガラ⼊れへの空袋保管の習慣化。気づきやすいア
ラームの検討・活⽤。

②１週間分の薬のセットが⾃分でできるようチェックリストを使⽤しながら練習。
③通所時の薬の持参忘れに対し、⽇課表・朝の持ち物チェックにより意識付け。

① お⾦を数える・残⾼から⽀出を計算する・ATMを使⽤する練習。
② ⾦銭管理表を使って⽀出や不明⾦を⼀緒に確認。補償⾏動（レシート保管・写真
撮影）の習慣化。

③ 間⾷量や不明⾦の増加に対し、本⼈と相談し限度額の設定。⼀⼈でできることを
増やせるよう簡単な⼿順書を使⽤して⾦銭管理表への記⼊練習。

⽀援の実際 ２
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⽀援の実際 ３

家事管理

移 動

作 業

①宿舎の居室環境の設定（棚やカゴへのラベル貼付など）。週２回の⽇常⽣活訓練で
掃除・洗濯等の⽅法習得。

②単独で進められるよう、チェックリストを活⽤。
③グループホームの居室環境の設定。グループホームの⽣活に合わせてチェックリス
トを修正・実践練習（週１回の訪問訓練）。

①買物や店舗利⽤の練習も兼ねて駅までの徒歩移動訓練。
②乗換アプリを使⽤した電⾞利⽤。グループホームからの通所訓練。
③グループホーム⇔就労移⾏⽀援の通所訓練（乗換アプリや⽬印を活⽤したルート把
握、緊急時の連絡⽅法の習得）。

①動機付けの⾼い課題(パソコン・ワークサンプルOA課題)を中⼼に、結果を可視化。
②再就職に向けた就労移⾏⽀援事業所の利⽤を⽬標に、様々な作業を通して、できる
作業を拡⼤。職業準備性（報告や質問等の⾃発性）向上のための模擬訓練。

③⼀⼈で⾏えることを増やせるよう、確認や⾒直しなどの⾃⼰対処、簡単な⼿順書等
の活⽤。

9

③担当者会議・連携②グループホームの選択

⽀援の実際 ４
l 各時期（①〜③）における⽀援の要点

⽣活⾯でのサポートの必要性、
⾃発的な援助依頼の難しさ、
⾷事の準備や経済的な負担へ
の理解が深まったことから、
グループホームを３か所⾒学。
Ａさんが重視する条件を聞き
取り整理しながら、⾃⼰選択
が可能に。

①動機付け

本⼈・家族を中⼼として、
⽣活訓練・就労移⾏⽀援・
グループホーム（共同⽣活
援助）・訪問看護・相談⽀
援事業所・障害福祉課の担
当者で、障害状況や⽀援経
過・必要な配慮、⽀援の⽬
的を共有しながら役割分担
（具体的な⽀援⽅法の引継
ぎ等）を⾏い、連携。

試し出勤や馴染みの飲⾷店
への挨拶、好きな活動への
サポートを⾏うなかで退職
を受け⼊れ、徐々に前向き
な気持ちがみられるように。
また、以前好きだったこと
に再び取り組めるように
なったこと、集団での役割
や具体的な⽬標設定等によ
り意欲が向上し、⾃発的な
⾏動が拡⼤。
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まとめ

ライフステージや環境の変化に伴い、新たな課題がみえてくることがある。本⼈や家族、複数の
⽀援者が⽬的や問題解決の過程を共有し、経験を⽀える視点から継続的な⽀援体制の構築を⽬指
す。

安⼼できる環境や居場所で、その⼈の強みを踏まえた働きかけにより動機付けが図られることで、
⾏動が促される。⼤切にしていることや価値観、発症前の暮らしや考え⽅、⼈間関係を尊重しな
がら⽀援の優先順位をつけていく。

体験を通して課題に気づき、⾃⼰理解が深まることで対処や⽀援に納得できるようになる。障害
とニーズに即した、その⼈の⽣活がしやすくなるような⽣活の枠組みを探っていく必要がある。

l ⾃⼰理解が向上し⾃⼰対処がみられるようになった
l 安定して⽣活するための枠組みの必要性を理解できた

l 意欲・発動性が向上し⾃発的な⾏動が増えた
l 移動や作業の耐久性が向上しできることが増えた

l ⼀⼈でできることと⽀援が必要なことが具体化された
l 必要な⽀援を受けるための地域⽀援体制が構築された
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© 厚⽣労働科学研究︓⾼次脳機能障害の障害特性に応じた⽀援者養成研修カリキュラム及びテキストの開発のための研究班
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